
減塩できた

近年、ベルギーの食品に添加される塩の量が減
少した。ベルギー人の食塩摂取量はOMSの推薦
値5g/日をはるかに超える10.45g/日で、ベルギー
ガン協会会長のFreddy Van de Casseyeは、血
圧、心臓や脳血管に影響を与えると警告する。
現在200万人のベルギー人が高血圧に陥ってい
るが、その半分は高血圧に気が付いていないと
いう。商業サービス協会（Coméos・Fevia）に
よると肉、パン、シリアル、ソース、スープなどに含まれる塩の含
有量は近年減少した。特に肉は-16%から-36%に、パン、シリアル
は-22%にと大きな減少を示した。

ラジオ聞こえない！

9/23、13時22分ごろブリュッセルでRTBFのラジ
オ放送、特にVivacité BruxellesとClassic 21が途絶
えた。これは、ReyersタワーとFinancesタワーの
ファイバー回線欠如によるもので、ブリュッセル
向けの電波でワロン地方は問題なかった。ワーブ
ルからの回線を受信できたところは、番組を聴く
ことができた。また、テレビはTNT経由でRTBF
を受信しているところは被害にあった。回復には
2～8時間を要した。

フランス語圏歌手の威力

9/27のフランス語圏共同体の日、ブリュッセル・グランプラスでフラ
ンス語圏歌手Stromae, Suarez, Saule, Puggyによる野外無料コンサート
が開催された。当日午後からファンが詰めかけ、グランプラスは
フェイスブック、ツイッターなどで情報を得た18,000人が詰め掛ける
と予想され、警察は6,000人に絞るよう入場を制限した。コンサート模
様は、Place de l’Albertineの巨大スクリーンから見ることもでき、また
RTBFのテレビ放送も行われた。
                                                                                                   
フランダースにも危機が

フランダース地方の新規企業進出は10%後退（特に西フランダース
州とリンブルグ州）した。また、昨年と比較して3,500軒の企業が
倒産した。ワロン地方は、4.36%にとどまっている。フランダース
企業組織Unizoによると、この現象は経済危機によるものだという。

消防士もストライキ

ブリュッセル消防士は給料制なのに、地方消防士は無
料奉仕はおかしいと西フランダースの消防士が国会議
事堂前でストライキを起こした。我々にとって有効な
回答を得られたら解散するが、回答が実行されなければ
新たな行動に出ると代表のMarc Gilbertは語った。
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ノーベル賞

10/8、スウェーデン王立科学アカデミーは、ブリュッセル自由大学
名誉教授のフランソワ・アングレールがイギリスのエディンバラ
大学名誉教授ピーター・ヒッグスと共に「ヒッグス粒子（万物に質
量を与える粒子の存在を理論的に予想した）」の業績でノーベル
物理学賞を受賞したと発表した。アングレール教授は80歳の現在もブ
リュッセル自由大学で教鞭を取っている。2011年に亡くなったRobert 
Brout（ブリュッセル自由大学の物理学者）ともこの受賞を分かち合
いたかったと心境を語った。

ベルギー人TVに釘付け

10/11、クロアチアとのサッカー試合
で2対1でベルギーが勝ち、2014年ブラ
ジルでの世界ワールドカップ進出が決
まった。金曜日ということもあり、130
万近くの国内ファンがテレビに釘付け
となり応援した。

ベルギー人の侘び寂びの心 

10/3、元ベルギー首相で現EU首脳会議議長であるHerman Van Rom-
puyが2冊目となる俳句集を出版した。俳句愛好家としても知られる
氏の2冊目は32句のオランダ語の俳句からなり、日本語、フランス
語、ドイツ語、英語の対訳がつけられている。2010年に出版された
俳句集は約4,000部が発売された。                                                                                                                      

事故は自己責任

ベルギーでは冬用タイヤの着用を義務付けない見通しとなった。こ
れはベルギー運輸省の決定によるもので、交通安全センターの調査
をもとにしている。センターによると、冬タイヤの着用でハンドル
操作の技能や事故時の車体損壊は軽減されるものの、重大な事故防
止に直結する要因ではなく、事故時には安全性に違いは見られない
という。

にわかに信じ難いが本当です

ベルギーは過去十年間でより安全な国になりつつある、とKnack誌
が報じている。過去十年間の犯罪・事故件数を調査したもので、自
動車盗は2000年から71%減の11,725件、殺人は39%減、暴行傷害は
1999年から20%減、代わりに増えているのが住戸侵入・窃盗の27%
増だという。

パスポートの価値

国際移住コンサルタント会社Henley & Partners
の調査によると、2013年度のパスポート自由度ラン
キングでベルギーは3位だった。これは査証無しで訪
れることの出来る国数などをもとに、パスポートの自
由度を毎年調査しているもの。首位はフィンランド、
スウェーデン、イギリスで日本は第4位、最下位はア
フガニスタン。

編集後記 

　9月も10月も暖かい日があり寒さはいつ来るのだろう？と思っていましたが、少しずつ冬に近づいていま

す。「今冬は今までにない寒さになる」と誰かが述べたらしいですが、今までにない気温とは-20℃以上？ 

気温が冷凍庫より低くなるってことは、冷凍庫や冷蔵庫で過ごすほうが快適？　これからの地球はどうなる

のでしょう。技術が進歩して人ではなくロボットが動く生活になってから、あちこちで歪みが･･･。元に戻

したほうが皆が幸せになる？　

　ところで、ベルギーでは、事故防止に直結する要因ではないと冬用タイヤの装着義務はありませんが、

お隣の国ドイツやルクセンブルグでは装着義務があります。おまけに雪や氷の上では、冬用タイヤでな

いと車の走行はかなり危険です。冬に向けて車でお出かけの方は、車の準備も早めに、お忘れなく。

備えあれば憂いなしで、冬も楽しく過ごしましょう。

　  　　神野陽子　松元えみ　Chokito　フランク・モロー　Joji MOREAU


